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日本彫刻会

結成当時の展覧会会場風景（第 3回日本彫塑展覧会　昭和 30年）

― 日本彫塑家倶楽部結成から60年 ―
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第
四
十
三
回
日
彫
展
を
終
え
て

今
年
の
桜
は
例
年
よ
り
も
早
く
咲
き
、
日
彫
展
の

開
会
を
迎
え
る
頃
に
は
、
上
野
の
杜
は
す
で
に
平

素
の
様
子
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
多
く
の
人
、
特
に
若

い
人
が
美
術
館
や
動
物
園
を
目
指
し
て
東
京
文
化

会
館
前
に
集
う
光
景
は
、
上
野
恩
賜
公
園
な
ら
で

は
の
格
別
な
高
揚
感
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

第
四
十
三
回
日
彫
展
は
、
新
装
な
り
ま
し
た
東

京
都
美
術
館
で
の
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
で
、
落
ち
着
き
の
あ
る
充

実
し
た
雰
囲
気
の
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
の
特
徴
で
あ

る
人
体
の
具
象
的
表
現
は
、
益
々
深
度
を
見
せ
、

鑑
賞
者
の
皆
様
に
も
彫
刻
芸
術
の
魅
力
を
ご
理
解

頂
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
会
の
主
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
視
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
の
彫
刻
鑑
賞
も
好
評
で
し
た
。

例
年
同
様
、
今
回
も
彫
刻
鑑
賞
教
室
に
ご
参
加
頂

い
た
筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
、
都
立

久
我
山
青
光
学
園
、
都
立
葛
飾
盲
学
校
の
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
彫
刻
作
品
に
触
れ
る
喜
び
を

心
の
底
か
ら
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
喜

び
に
私
た
ち
作
家
も
さ
ら
に
応
え
る
た
め
、
次
の

段
階
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
自
分
自
身
も
視
覚
障
が
い
で
あ
り
な
が
ら

彫
刻
鑑
賞
の
研
究
に
取
り
組
み
、
強
い
関
心
を
持
っ

て
ご
協
力
頂
け
る
方
と
共
に
、
本
会
で
は
、
よ
り

充
実
し
た
活
動
へ
と
飛
躍
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
も
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
美
術
、
音

楽
、
学
術
の
複
合
施
設
と
も
言
え
る
上
野
の
杜
の

力
を
感
じ
た
わ
け
で
す
が
、
日
彫
展
の
東
京
都
美

術
館
開
催
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
人
」
に
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
本
会
の
み
な
ら
ず
多
く
の
公
募
展
が
、

鑑
賞
者
の
減
少
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
状
況
は
周

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
東

京
都
美
術
館
は
、
様
々
な
人
と
出
会
う
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
た
場
所
な
の
で
す
。

「
新
し
い
酒
は
、
新
し
い
革
袋
に
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
革
袋
（
都
美
術
館
）
は

整
い
ま
し
た
。
次
は
、
新
し
い
酒
で
す
。
そ
れ
は
、

新
し
い
鑑
賞
者
で
あ
り
、
新
し
い
出
品
者
な
の
で

す
。
私
た
ち
会
員
が
、
清
新
で
活
力
に
満
ち
た
、

魅
力
あ
る
作
品
の
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し

て
、
本
会
の
活
動
に
希
望
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
こ
そ
、
こ
の
新
し
い
酒
を
手
に
入
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
員
の
皆
様
と
共
に
未
来
へ
の
一
歩
を
力
強
く

踏
み
出
し
た
い
、
第
四
十
三
回
日
彫
展
を
終
え
て

そ
の
意
を
益
々
強
く
致
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
　
日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
　
　
市
　
村
　
緑
　
郎
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公
益
社
団
法
人
日
本
彫
刻
会
は
、
昭
和
22
年
「
日
本
彫

刻
家
連
盟
」
と
し
て
の
発
足
以
来
、
60
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
国
内
最
大
の
彫
刻
研
究
団
体
で
す
。
本
会
は
活
動

の
中
心
事
業
と
し
て
、
日
彫
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
上
野
の
東

京
都
美
術
館
に
て
2
度
目
の
開
催
と
な
る
、
第
43
回
日

彫
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
日
彫
展
で
は
彫
刻
作
品

の
展
示
の
ほ
か
に
、彫
刻
研
究
会
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、

触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
作
家
の
彫
刻
芸
術
の
研
鑽
と
、
芸
術
文
化
の
振
興

と
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
本
会
は
地
方
日
彫
展
・
各
種
選
抜
展
な

ど
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。（
地
方
日
彫
展
・
選
抜
展
に

つ
い
て
は
8
〜
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
43
回
日
彫
展
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
会
期　

平
成
25
年
4
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
4
月
30
日
（
火
）

②
会
場　

東
京
都
美
術
館　

　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　
　
　
　

 

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
8

－

36
）

③
陳
列
点
数　
　

3
2
9
点

〈
内
訳
〉

　

正
会
員　

2
4
6
点

　

会
友　
　
　

4
5
点

　

遺
作　
　
　
　

3
点

　

無
鑑
査
（
一
般
応
募
）　

3
点

　

鑑
査　

（
一
般
応
募
）
3
2
点

　
　
　
　
　

う
ち
初
入
選
1
2
点

④
審
査
員

審
査
員
長 
市
村
緑
郎

 
神
戸
峰
男　
　

石
原
昌
一　

上
田
久
利

 

小
比
賀
強　
　

神
野
忠
和　

工
藤
潔

 

熊
谷
喜
美
子　

嶋
畑
貢　
　

岡
本
昭

 

川
畑
祐
徳　
　

河
村
佳
則　

堀
内
有
子

 

間
島
博
徳　
　

山
田
進

（
以
上
1
5
名
）

西
望
賞
審
査
員

 

加
藤
貞
雄 

先
生
（
美
術
評
論
家
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員

 

石
原
昌
一　

上
田
久
利　

小
比
賀
強　

（
以
上
3
名
）

⑥
受
賞
者

西
望
賞 

中
村
優
子

日
彫
賞 

遠
藤
徳　
　
　

横
山
丈
樹　
　

森
田
一
成

優
秀
賞 

元
田
木
山　
　

小
宮
山
美
貴　

丹
羽
俊
揮

 

松
井
み
ど
り　

坂
本
健

新
人
賞 

太
田
望　
　
　

加
藤
真
浩　
　

重
松
涛

 

竹
田
篤
生　
　

宮
本
温
子

　
　
　
　
　

（ 

西
望
賞
審
査
講
評
、
受
賞
作
品
の
詳
細

等
は
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑦
正
会
員
推
挙
・
会
友
推
挙

正
会
員
推
挙　

 

上
原
正
廣　

川
勝
徹　
　

坂
本
健

 

佐
藤
智
子　

島
田
國
益　

鈴
木
紹
陶
武

 

關
ゆ
か
り　

高
砂
晴
光　

道
正
勝
重

 

村　

愛
美　

森
田
一
成

（
以
上
1
1
名
）

第
43
回
日
彫
展
報
告

会場風景　ギャラリーA

会場風景　ギャラリーA
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会
友
推
挙 

芦
田
風
馬　
　

太
田
望　
　

岡
俊
三　

 

木
村
純
一　
　

小
山
信
一　

志
満
津
華
子

 

チ
ョ
ウ
ス
ジ
ン　

辻
村
昌
久　

中
野
節
男

 

西
川
好
枝　
　

山
田
雅
英（

以
上
1
1
名
）

⑧
入
場
者
数　
　

8
，1
1
2
名

　

（
内
訳
）

　
　

一
般　
　

1
7
1
名

　
　

学
生　
　

1
7
名
（
小
学
生
含
む
）

　
　

企
画
展
協
賛　

1
6
9
名

　
　

招
待
状　

4
，2
0
2
名

　
　

招
待
券　

2
，1
1
8
名

　
　

出
品
者　

1
，0
0
5
名

　
　

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

1
3
2
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

付
添
者　
　

5
4
名

　
　

7
0
歳
以
上
、
子
供　

2
0
7
名

　
　

そ
の
他　

3
7
名

⑨
彫
刻
研
究
会

　
　

4
月
20
日
（
土
）

受
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
作
品
批
評
、
研
究
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者　

約
1
5
0
名（

詳
細
は
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑩
作
家
が
語
る
鑑
賞
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

期
間
中
毎
日
（
4
月
20
日
、
30
日
を
除
く
）

　

通
算
参
加
者　

約
2
1
0
名

（
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑪
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ａ
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー　

　
　
　

希
望
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た

　
　
　

通
算
参
加
者　

約
1
3
名

　

ｂ
、
盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　

4
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
　
　
　

小
学
生
1
6
名　
　

引
率
者
1
5
名

　
　

4
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校

　
　
　
　

中
学
生
1
名　
　

引
率
者
1
名

　
　
　
　

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校 

　
　
　
　

高
校
生
1
7
名　
　

引
率
者
1
4
名

（
詳
細
は
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑫
表
彰
式
及
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

4
月
20
日
（
土
）　

　
　

会
場　

東
天
紅
上
野
本
店
別
館　

平
成
ホ
ー
ル

　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
池
之
端
1
―

4
―

33
）

会場風景　ギャラリーC

会場風景　ギャラリーB

会場風景　ギャラリーC
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❑

西
望
賞

　
　
　
　
「
風
の
門｣　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
優
子

西
望
賞
審
査
員
　
　
加
藤
貞
雄
　
先
生（

美
術
評
論
家
）

（
審
査
講
評
）

西
望
賞
の
中
村
優
子
さ
ん｢

風
の
門｣

は
、
身
に
ピ
ッ

タ
リ
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
若
い
女
性
の
、
着
衣
の
像
で
す
。

銀
箔
で
着
色
さ
れ
た
シ
ャ
ツ
姿
で
腕
組
み
し
、
首
を
や

や
か
し
げ
て
立
っ
て
い
る
そ
の
立
ち
姿
が
い
い
。
気
負

い
も
誇
張
も
何
ら
な
く
、
き
わ
め
て
自
然
に
、
す
っ
と

立
っ
て
い
る
。
そ
の
い
や
味
の
な
さ
が
こ
の
作
品
の
魅

力
で
す
。

ほ
か
に
3
点
選
ん
だ
候
補
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
す
。
ま

ず
、
辻
畑
隆
子
さ
ん
の
「
少
年
・
神
無
し
の
朝
」
に
は

乾
漆
を
思
わ
せ
る
仕
上
げ
の
ひ
弱
そ
う
な
少
年
の
裸
の

立
像
。
目
が
う
つ
ろ
で
首
が
や
や
前
か
が
み
に
な
っ
て
、

い
か
に
も
不
安
な
気
配
で
す
。
儚
さ
、
頼
り
な
さ
が
伝

わ
り
ま
す
。

田
村
晴
江
さ
ん
の
「
シ
ョ
パ
ン
を
聴
き
な
が
ら
〜

C
hair

」
は
イ
ス
に
腰
か
け
て
う
っ
と
り
と
し
て
い
る
裸

婦
の
自
然
な
表
現
の
技
は
な
か
な
か
の
も
の
。
伸
ば
し

た
右
手
の
指
先
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
齋
藤
尤

鶴
さ
ん
の
「
風
の
記
憶
」
は
、
無
理
の
な
い
ポ
ー
ズ
で
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ノ
ミ
痕
が
木
彫
な
ら
で
は
の
味
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
帽
子
の
下
か
ら
出
た
編
ん
だ
髪
が
肩
に
か

か
っ
て
丸
い
空
間
を
作
っ
た
工
夫
が
生
き
て
ま
す
。

審
査
の
前
に
市
村
緑
郎
さ
ん
、
神
戸
峰
男
さ
ん
と
い

わ
ゆ
る
〝
日
展
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
〞
に
話
が
及
び
、
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
が
カ
チ
ッ
と
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ア
ン
チ
・

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
も
強
く
し
て
彫
刻
芸
術
を
元
気
に
す

る
と
い
う
意
見
を
申
し
ま
し
た
ら
お
ふ
た
り
の
共
感
を

得
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
日
展
で
も
、
日
彫
会
で
も
東
京

芸
大
で
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
勉
強
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
を
、こ
こ
で
い
お
う
と
思
い
ま
す
。
い
っ
そ
、開
き
直
っ

て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
徹
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

例
え
ば
デ
ス
ピ
オ
の
人
体
と
の
格
闘
を
追
体
験
し
て
み

る
と
か
。
そ
こ
か
ら
新
鮮
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
先
に
抽
象
で
も
何
で
も
広
が
る
で
し
ょ
う
。

（
加
藤
貞
雄
）

❑

日
彫
賞

横山丈樹
「Dahlia」

森田一成
「蓮」

遠藤徳
「故郷の記憶」

受

賞

作

品
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❑

優
秀
賞

❑

新
人
賞

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

第
43
回
展
で
も
毎
日
の
企
画
と
し
て
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
彫
刻
の
見
方
や
制
作
過
程
の

苦
心
な
ど
を
話
題
に
、
多
く
の
方
々
と
語
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
も
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
石
膏
型
取
り
か

ら
、
樹
脂
や
乾
漆
へ
素
材
転
換
す
る
方
法
な
ど
、
作
家

自
身
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
に
よ
っ
て
、
彫
刻
制
作
に
つ

い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
会
場
で
一
般
の
方
々
か
ら
率
直
な
質
問
を
受

け
る
こ
と
は
、
作
家
に
と
っ
て
も
改
め
て
表
現
と
は
何

か
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
し
、
も
っ
と
彫
刻
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
意
欲
が
沸
く
も
の
で
す
。

ま
た
、「
彫
刻
は
粘
土
で
作
る
だ
け
で
は
な
く
色
々
な

工
程
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
彫
刻
家
は
大
変
で
す

ね
。」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
作
家
が
語
る
制
作

過
程
を
通
し
、
日
頃
の
彫
刻
家
の
姿
が
垣
間
見
え
る
こ

と
も
、
会
場
で
作
家 

と
直
に
語
り
合
う

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

な
ら
で
は
の
魅
力
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

今
回
も
、
毎
日
、

違
う
当
番
の
先
生
方

が
担
当
さ
れ
た
た
め

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む

内
容
を
お
伝
え
で

き
、
と
て
も
幅
の
あ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

坂本健
「露わにされない言葉」

丹羽俊揮
「Je  crois」

小宮山美貴
「あさって」

元田木山
「春を待つ」

松井みどり
「時の流れ」

宮本温子
「空とぶ夢をみる」

重松涛
「パニック」

加藤真浩
「懐」

太田望 

「東風」
竹田篤生

「Hydrangea」
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

◇
彫
刻
研
究
会

本
会
は
、
受
賞
作
品
を
中
心
に
、
受
賞
者
、
審
査
員
、

及
び
若
手
作
家
に
よ
る
彫
刻
研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
企
画
は
、
受
賞
者
の
作
品
に
対
す
る
思
い
や

制
作
の
過
程
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
鑑
審
査
を
行
わ
れ

た
先
生
方
に
よ
る
批
評
と
若
手
作
家
の
意
見
を
交
え
る

こ
と
で
、
彫
刻
芸
術
に
対
す
る
学
び
を
深
め
て
い
く
研

究
の
会
で
す
。
今
回
で
4
回
目
と
な
る
今
年
の
研
究
会

は
、
4
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時
か
ら
、
展
覧
会
会
場

で
あ
る
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
・
B
・
C
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
西
望
賞
・
日
彫
賞
・
優
秀
賞
・
新
人
賞
の

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
と
、
審
査
員
の
先
生
方
、
本
会
の

正
会
員
・
会
友
、
入
選
者
の
方
々
、
ま
た
一
般
鑑
賞
者

の
方
々
が
集
い
、
総
勢
1
5
0
名
余
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
研
究
会
の
特
色
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
同
様

に
、
鑑
賞
者
の
方
々
と
作
家
が
直
接
交
流
で
き
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
通
常
、
作
品
は
展
示
さ
れ

た
時
点
で
、
作
家
の
も
と
を
離
れ
、
作
品
を
造
っ
た
作

家
の
思
い
や
考
え
を
汲
み
取
る
こ
と
は
鑑
賞
者
に
委
ね

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
展
覧
会
場
に
は
、
彫
刻

の
展
覧
会
に
来
た
の
は
初
め
て
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
日
彫
会
で
は
そ
う
し
た
彫
刻
に
馴

染
み
の
薄
い
方
々
と
の
交
流
も
視
野
に
入
れ
、
こ
の
機

会
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
受
賞
者
が
語
る
作
品
の
制
作
過
程
か
ら
は
、

彫
刻
制
作
に
お
け
る
素
材
や
技
法
の
み
な
ら
ず
、
受
賞

者
の
思
い
や
考
え
を
聞
く
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
豊
富

な
経
験
に
基
づ
く
審
査
員
の
先
生
方
に
よ
る
批
評
は
、

作
家
と
鑑
賞
者
双
方
の
彫
刻
芸
術
に
対
す
る
造
詣
に
広

が
り
を
与
え
る
と
と
も
に
、
若
手
の
作
家
に
と
っ
て
次

作
に
対
す
る
表
現
意
欲
を
高
め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

会
場
に
展
示
さ
れ
た
新
人
賞
か
ら
西
望
賞
ま
で
の
作

品
を
一
般
の
方
々
と
巡
り
な
が
ら
、
審
査
員
の
先
生
方

と
受
賞
者
の
掛
け
合
い
に
よ
る
親
し
み
や
す
い
作
品
解

説
を
聞
く
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

研
究
会
で
受
賞
者
が
語
る
彫
刻
制
作
へ
の
思
い
や
、
制

作
の
技
法
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な

経
験
に
基
づ
く
審
査
員
か
ら
の
作
品
批
評
は
、
作
家
と

鑑
賞
者
双
方
の
彫
刻
芸
術
へ
の
理
解
・
造
詣
を
、
よ
り

深
い
も
の
と
す
る
で
し
ょ
う
。

本
年
も
非
常
に
充
実
し
た
彫
刻
研
究
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

◇
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

・
タ
�
チ
ツ
ア
ー

・
盲
学
校
鑑
賞
教
室

本
会
展
覧
会
企
画
の
中
で
最
も
歴
史
あ
る
、「
触
れ
る

彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
第
43
回
展
に
お
い
て

も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
盲
学
校
鑑
賞
教
室
で
は
、
久

我
山
青
光
学
園
、
葛
飾
盲
学
校
、
筑
波
大
学
附
属
視
覚

特
別
支
援
学
校
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
方
々
は
、
手
で
作
品
に

触
れ
る
こ
と
で
形
や
質
感
を
味
わ
い
、
と
て
も
楽
し
ま

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
学
校
に
よ
っ
て
参
加
さ
れ
た
子

供
の
学
年
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性

に
基
づ
く
、
心
情
豊
か
な
発
言
が
会
場
に
溢
れ
ま
し
た
。

ま
た
中
に
は
、
継
続
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
作
品
の
素
材
や
技
法
な
ど
、
と
て

も
熱
心
に
尋
ね
ら
れ
、
そ
の
鑑
賞
力
の
高
さ
に
驚
か
さ

れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

鑑賞教室・タッチツアーの様子

審査員長による作品解説
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会
期　
　
　

平
成
25
年
5
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

〜
5
月
12
日
（
日
）

陳
列
点
数　

1
0
3
点
（
内
巡
回
作
品
6
3
点
）

入
場
者
数　

1
，9
2
4
名

中
日
賞

　
　
　
　
　
「
Ｕ
‐
８
９
」 

原 

直
矢

東
海
テ
レ
ビ
賞

　
　
　
　
　
「
そ
び
え
た
つ
」 
木
藤 
淳
成

愛
知
県
知
事
賞

　
　
　
　
　
「
時
」 

堀
江 

宣
勝

日
彫
東
海
展
の
「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
」
が
展
示
作

品
に
触
れ
ら
れ
る
彫
刻
展
と
し
て
、
共
催
の
中
日
新
聞
、

東
海
テ
レ
ビ
放
送

に
よ
り
、
地
元
の
新 

聞
・
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
N
H
K

ラ
ジ
オ
か
ら
の
取
材

も
あ
り
、
視
覚
障
が

い
者
の
芸
術
鑑
賞
を

行
う
試
み
と
し
て
、

日
彫
展
の
情
報
が
地

域
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。

5
月
11
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
ク
ラ
ブ
」

か
ら
昨
年
と
同
じ
く
9
名
の
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

13
名
、個
人
で
参
加
さ
れ
た
1
名
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
1
名
、

そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
作
家
が
加
わ
り
「
触
れ
て
み
る
彫
刻

鑑
賞
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
日
彫
東
海
展
を
本
当
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。」
と
、
本
会
展
覧
会
へ
の
期
待
の
言
葉

を
頂
き
「
今
年
の
動
物
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。」「
今

回
の
作
品
は
、
鳥
で
す
か
、
口
ば
し
を
触
っ
た
感
じ
か

ら
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」「
ズ
ボ
ン
を

履
い
て
い
ま
す
ね
。
し
わ
の
感
じ
が
良
く
出
来
て
ま
す

ね
。｣

な
ど
感
想
が
語
ら
れ
、
作
家
・
鑑
賞
者
共
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
共
有

ク
ラ
ブ
代
表
の
方

は
「
私
達
市
民
団

体
は
、
見
え
る
人

も
見
え
な
い
人
も

お
互
い
に
共
有
し

て
ア
ー
ト
を
楽
し

も
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。
良
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
感
動

を
さ
せ
て
下
さ

い
。」
と
述
べ
ら
れ
、
彫
刻
展
鑑
賞
と
し
て
の
ひ
と
つ
の

方
向
性
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
の
試
み
と
し
て
、
学
生
に
彫
刻
を
よ
り

有
意
義
に
鑑
賞
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
「
一
番
印
象

深
く
感
じ
た
作
品
、
興
味
を
抱
い
た
作
品
」
な
ど
の
感

想
レ
ポ
ー
ト
を
、
作
品
の
前
で
、
感
じ
た
そ
の
場
で
記

述
し
て
も
ら
う
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
想
を
書
き

記
す
こ
と
で
、
一
層
思
い
を
込
め
た
彫
刻
と
の
対
話
体

験
が
出
来
た
よ
う
で
、
学
生
た
ち
は
作
品
を
一
点
一
点

真
剣
な
眼
差
し
で
鑑
賞
し
、
大
変
貴
重
な
感
想
レ
ポ
ー

ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
」
や
新
た
な
企

画
を
、
県
民
・
教
育
期
間
に
広
く
呼
び
掛
け
、
鑑
賞
者

と
作
者
の
交
流
を
計
り
、
楽
し
く
芸
術
へ
の
発
見
が
な

さ
れ
る
展
覧
会
と
な
っ
て
、
来
場
者
増
加
に
も
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
東
海
日
彫
会
事
務
局
）

第
43
回
日
彫
東
海
展

日彫東海展　鑑賞教室の様子

日彫東海展　レポート記述の様子

日
彫
東
海
展
　
勉
強
会
の
様
子
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会
期　
　
　

平
成
25
年
6
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

〜
7
月
4
日
（
木
）

陳
列
点
数　

8
7
点
（
内
巡
回
作
品
6
3
点
）

入
場
者
数　

1
，6
1
2
名

北
陸
日
彫
会
賞

　
　
　
　
　
「
マ
マ
の
サ
ン
ダ
ル
」 

村
井 

良
樹

北
國
新
聞
社
社
長
賞

　
　
　
　
　
「
に
ら
め
っ
こ
」 
川
田 
良
樹

日
彫
北
陸
展
は

石
川
と
富
山
で
会

場
を
交
互
に
変
え

て
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
年
は
石
川

県
立
美
術
館
に
お

い
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
一
昨
年
か

ら
石
川
会
場
で
は

特
別
企
画
と
し
て

親
子
彫
刻
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
い

て
い
ま
す
。

「
家
族
で
作
ろ
う
。
み
ん
な
の
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
テ

ラ
コ
ッ
タ
粘
土
で
20
㎝
立
方
程
度
の
頭
像
制
作
を
行
い

ま
し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

石
川
会
員
は
学
校
の
教
員
や
造
形
教
室
の
先
生
な
ど
、

教
え
る
プ
ロ
が
多
い
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
ツ
ボ
を

押
さ
え
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
も
「
美
術
館
で
制
作
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
が

魅
力
の
よ
う
で
予
定
参
加
者
を
は
る
か
に
上
回
る
49
名

の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
児
童
も
多
く
、

自
由
に
楽
し
く
制
作
し
て
も
ら
う
こ
と
に
主
眼
を
お
き

ま
し
た
が
、
大
人
の
方
々
に
は
要
望
に
応
じ
て
、
石
川

会
員
が
専
門
家
と
し
て
の
コ
ツ
を
指
導
し
ま
し
た
。

焼
き
上
げ
る
た
め
に
は
内
部
の
粘
土
の
く
り
抜
き
が

必
要
で
す
が
、
こ
れ
も
参
加
者
に
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
普
段
ふ
れ
る
こ
と
な
い
彫
刻
制
作
の
一

端
を
か
い
ま
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
作
に
対
す
る
関

心
を
一
層
高
め
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

参
加
者
か
ら
は
口
々
に
「
粘
土
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
楽
し
か
っ
た
」「
知
ら
な
い
こ
と
を
実
際
に
体
験
で
き
、

面
白
か
っ
た
」
等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
焼
き
上
が
っ

た
作
品
が
こ
の
夏
の
よ
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

7
月
4
日　

石
川
県
立
盲
学
校
の
児
童
を
迎
え
、「
ふ

れ
て
み
る
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
1
時
間
の

会
で
し
た
が
、
様
々
な
形
態
や
素
材
の
作
品
に
直
に
ふ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
少
女
の
像
と
背
比
べ
を
し
て
み
た
り
、
大
き
な
作

品
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
み
た
り
と
、
こ
ん
な
鑑
賞
の
仕
方

が
あ
る
の
だ
な
あ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

鑑
賞
会
に
参
加
し

た
作
者
も
、
作
っ
た

時
の
気
持
ち
や
、
伝

え
た
か
っ
た
思
い
な
ど

を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
素
直
な
感
想
が
聞

け
、
次
の
作
品
へ
と

活
か
す
い
い
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
な
に

よ
り
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

（
北
陸
日
彫
会
石
川
事
務
局
）

第
43
回
日
彫
北
陸
展

日彫北陸展　開場式の様子

日彫北陸展　ワークショップ

「家族で作ろう。みんなの笑顔」

日彫北陸展

「ふれてみる鑑賞会」
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こ
こ
で
は
テ
ラ
コ
ッ
タ
制
作
で
の
成
型
や
焼
成
の
専

門
的
な
技
術
や
知
識
を
ペ
ー
ジ
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
彫
刻
制
作
の

素
材
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
作
品
が
ど

の
よ
う
な
工
程
で
作
ら
れ
て
い
る
か
大
ま
か
な
流
れ
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

テ
ラ
コ
ッ
タ
「Terra-C

otta
」
と
は
焼
い
た
土
と
い

う
イ
タ
リ
ー
語
で
、
私
た
ち
が
素
焼
き
と
呼
ん
で
い
る

も
の
で
す
。
一
般
的
に
は
土
を
8
0
0
度
程
度
で
軽
く

焼
き
固
め
る
方
法
で
焼
成
さ
れ
た
も
の
を
よ
く
見
ま
す
。

材
料
と
し
て
扱
う
土
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

不
慣
れ
な
場
合
は
市
販
さ
れ
て
い
る
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土

が
成
形
し
や
す
く
、
焼
成
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
扱
い

に
慣
れ
て
き
ま
し
た
ら
、
市
販
の
土
を
ベ
ー
ス
に
他
の

土
を
混
ぜ
て
焼
き
色
を
工
夫
し
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
特
有
の

性
質
を
研
究
す
る
こ
と
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。
焼
成
も

電
気
窯
、
ガ
ス
窯
、
野
焼
き
な
ど
様
々
で
焼
成
が
変
わ

れ
ば
焼
き
あ
が
り
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
回
は
塑
像
粘
土
で
頭
部
（
自
刻
像
）
を
作
り
、
石

膏
型
込
め
と
い
う
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

―
 

テ
ラ
コ
ッ
タ
制
作
技
法 ―

　

②空気を押し出しながら土をこめる ①原型を5個に分割した石膏割型

④厚みを竹串で確認（今回は15ｍｍ） ③タンポで土シワを伸ばし空気を押し出す

平
成
25
年
6
月
19
日
（
水
）
か
ら
25
日
（
火
）
ま
で
、

日
本
橋
三
越
本
店
6
階
美
術
特
選
画
廊
に
て
日
彫
会
選

抜
展
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
三
越
展
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
企
画

は
、
平
成
2
年
、
日
彫
展
の
第
20
回
を
記
念
し
て
企
画

さ
れ
、
以
降
隔
年
で
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
年
の
、

2
0
1
3
日
彫
会
選
抜
展
は
、「
形
象
へ
の
い
ざ
な
い
」

を
副
題
と
し
て
、
39
名
の
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
試
み
を

発
表
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

発
表
作
品
は
実
材
を
主
と
し
て
お
り
、
木
彫
・
ブ
ロ

ン
ズ
・
乾
漆
・
テ
ラ
コ
ッ
タ
と
い
っ
た
素
材
へ
の
挑
戦

も
展
覧
会
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。
会
場
に
並
べ
ら
れ
た

作
品
は
、
小
品
な
が
ら
、
卓
越
し
た
技
と
表
現
へ
の
冒

険
的
な
試
み
も
光
っ
て
お
り
、
具
象
彫
刻
の
在
り
方
へ

の
問
い
か
け
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

会
場
に
は
作
家
が

常
時
控
え
て
お
り
、
作

品
の
作
り
方
や
制
作

意
図
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
毎
年

楽
し
み
に
見
に
来
て

く
だ
さ
る
方
も
お
り
、

彫
刻
を
愛
す
る
多
く

の
方
々
と
と
も
に
作

品
を
味
わ
う
和
や
か

な
雰
囲
気
の
展
覧
会

と
な
り
ま
し
た
。

■ 

日
彫
会
選
抜
展
︵
三
越
展
︶

作品を前にしたギャラリートークの様子
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土
と
火
そ
し
て
こ
れ
ら
を
包
み
込
む
大
気
が
生
み
出

す
創
造
と
も
言
う
べ
き
テ
ラ
コ
ッ
タ
。

6
0
0
度
か
ら
8
0
0
度
と
い
う
熱
で
焼
く
テ
ラ

コ
ッ
タ
は
大
気
と
の
親
和
性
が
高
く
そ
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
か
ら
柔
ら
か
な
表
情
に
仕
上
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
つ
く
り
手
の
土
と
火
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て

様
々
な
か
た
ち
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
無
限
な
可
能

性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

（
会
員　

勝
野
眞
言
）

⑥合わせ口に傷をつけドベ
（同質の土を水で溶いたもの）で接着

（上右）	 ⑦型合わせ
（上中央）	 ⑧合わせの完成　ゴムひもや針金などで圧力をかけてしっかり合わせる
（上左）	 ⑨型外し1日ほど待ち、粘土の水分を石膏型に吸わせ少し固くして外す。
	 テラコッタ粘土が湿っているうちは手を加えることが出来ます。
	 型の合わせ目や破損したところの修整ばかりでなく、この時点から新たな制作も

できます。今回は2点制作。

《
平
和
祈
念
像
》
　ブ
ロ
ン
ズ

北
村
西
望
（1884 

〜 1987

）

　設
置
場
所 

東
京
都
北
区
王
子
1‒

11‒

1

　
　
　
　
　北
と
ぴ
あ
正
面
玄
関
前

Ⅵ

日
本
彫
刻
会
の
源
流
に
あ
た
る
日
本
彫
塑
家
倶
楽
部

が
結
成
さ
れ
た
昭
和
28
年
（
1
9
5
3
）、
今
日
か
ら
数

え
て
60
年
前
に
、
先
達
た
ち
は
彫
塑
芸
術
の
研
究
に
努

め
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
会
員
数
3
2
0
余

名
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
日
彫
展
の
最
高
賞
で
あ

る
「
西
望
賞
」
は
、
日
本
彫
塑
家
倶
楽
部
結
成
の
中
心

人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
北
村
西
望
の
名
を
冠
し
て
つ
く

ら
れ
た
賞
で
す
。

北
村
西
望
作
《
平
和
祈
念
像
》
は
、
お
そ
ら
く
日
本

に
お
い
て
も
っ
と
も
有
名
な
野
外
彫
刻
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
作
品
で
し
ょ
う
。
長
崎
市
松
山
町
平
和
公
園
の

⑤歪みや割れを防ぐためにリブ
（補強の土手）付け

⑩電気窯入れ　
作品の大きさ、厚みによって焼成時間
はまちまちですが100から500度まで、
ゆっくりと温度を10時間かけて上げ、
800度までは3時間かけ焼成

⑪完成　
焼成後石膏を水で薄く溶いたものを掛け、ふき取った後、
ベンガラで赤みを少し付けてみました。

原型制作の様子（昭和28年頃）
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〈
散
歩
の
ご
案
内
〉
～ 

最
寄
駅 

～

・
J
R
京
浜
東
北
線　

王
子
駅
北
口
よ
り
徒
歩
2
分

・
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
王
子
駅
5
番
出
口
よ
り
直
結

◆
編
集
に
際
し
ま
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
先
生
方
、

並
び
に
北
村
路
子
様
、
公
益
財
団
法
人
・
北
区
文
化
振

興
財
団
・
岡
田
光
悦
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
今
年
は
本
会
の
源
流
で
あ
る
「
日
本
彫
塑
家
倶
楽
部
」

の
発
足
か
ら
数
え
て
60
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
今

回
号
の
表
紙
に
は
、
在
り
し
日
の
展
示
風
景
を
選
択
し

ま
し
た
。
当
時
は
企
画
と
し
て
、
展
示
会
場
を
被
写
体

と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、
表
紙
写
真
は
そ
の
入
選

作
品
で
す
。
草
創
期
に
お
け
る
先
生
方
の
ご
活
躍
、
ご

奮
闘
に
よ
っ
て
、
本
会
が
今
に
続
い
て
い
る
こ
と
が
偲

ば
れ
ま
す
。

◆
今
回
の
「
東
京
彫
刻
散
歩
Ⅵ
」
で
は
、
初
め
て
日
本

人
作
家
を
採
り
上
げ
ま
し
た
が
、
本
会
の
名
誉
会
長
で

あ
っ
た
北
村
西
望
先
生
の
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。
そ

の
名
前
を
冠
す
る
賞
は
、
北
村
西
望
先
生
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
基
金
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
執
筆
に
あ

た
り
北
村
西
望
先
生
の
作
品
や
経
歴
を
再
勉
強
し
、
改

め
て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
ば
か
り
で
し
た
。

編
集
委
員　

堀
内　

秀
雄　

長
谷
川
倫
子　

一
鍬
田　

徹

　
　
　
　
　

前
芝　

武
史　

三
政　

洋
一　

宮
坂　

慎
司

日
彫
会
報
№
71
　
平
成
25
年
8
月
31
日
発
行

北
端
に
あ
る
《
平
和
祈
念
像
》、
こ
の
彫
刻
を
前
に
し
て
、

毎
年
8
月
9
日
に
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式

典
は
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
東
京
彫
刻
散
歩
で
紹
介

す
る
北
区
北
と
ぴ
あ
前
《
平
和
祈
念
像
》
は
長
崎
平
和

公
園
の
作
の
小
型
原
型
と
し
て
、
4
分
の
1
の
大
き
さ

で
つ
く
ら
れ
た
作
品
で
す
。

北
村
は
、
明
治
17
年
、
長
崎
県
南
高
来
郡
南
有
馬
村 

（
現
・
南
島
原
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
京
都
市
立
美
術

工
芸
学
校
を
卒
業
の
後
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京

芸
術
大
学
）
に
入
学
し
、
文
展
初
期
よ
り
朝
倉
文
夫
や

建
畠
大
夢
ら
と
と
も
に
研
鑽
を
重
ね
、
注
目
を
集
め
ま

す
。

大
正
10
年
に
東
京
美
術
学
校
塑
造
部
教
授
に
任
命

さ
れ
、
大
正
14
年
に
は
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
昭
和
33
年
に
は
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ

て
文
化
勲
章
を
受
賞
し
ま
す
。
昭
和
62
年
3
月
、
享
年

1
0
4
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
、
北
村
の
制
作
意
欲
は
衰

え
る
こ
と
無
く
、
多
く
の
後
進
の
指
針
と
な
り
、
日
本

近
現
代
の
彫
刻
史
に
多
大
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

北
村
が
《
平
和
祈
念
像
》
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た

時
期
は
、
ま
さ
に
日
本
彫
塑
家
倶
楽
部
結
成
の
時
期
と

重
な
り
ま
す
。
昭
和
20
年
代
後
半
、
制
作
の
み
な
ら
ず
、

彫
刻
文
化
の
発
展
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
一
人
の
彫
刻

家
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
齢
七
十
を
迎
え
る

北
村
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
作
に

向
か
う
そ
の
姿
勢
は
な
お
挑
戦
的
で

あ
り
、《
平
和
祈
念
像
》
の
制
作
に

お
い
て
新
技
法
「
石
膏
直
付
け
法
」

を
確
立
し
ま
し
た
。

北
区
北
と
ぴ
あ
前
《
平
和
祈
念
像
》

も
「
石
膏
近
付
け
法
」
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
原
型
か
ら
鋳
造
し
た
作
品

で
す
。
荒
々
し
く
石
膏
を
重
ね
て
つ

く
ら
れ
た
そ
の
形
は
、
彫
刻
家
の
息

づ
か
い
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

北
区
北
と
ぴ
あ
前
《
平
和
祈
念
像
》

は
、
北
区
の
『
平
和
都
市
宣
言
』
の

象
徴
と
し
て
、
平
和
を
願
う
北
区
民

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
明
日
を
見
据

え
て
い
ま
す
。

北
区
北
と
ぴ
あ
正
面
玄
関
前
《
平
和
祈
念
像
》
　
像
高
2
・
4
5
ｍ


